
 大学入学共通テストでは、病気・負傷や障害等のために、受験に際して配慮を希

望する志願者に対し、個々の症状や状態等に応じた受験上の配慮を行っています。 

 大学入試センターは志願者からの申請を審査の上、配慮事項を決定します。 

詳細は、ホームページで「受験上の配慮案内〔障害等のある方への配慮案内〕」

（７月中旬公開予定）をご確認ください。 

 

  

  

   

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【主な配慮事項の例】 

「解答方法」や「試験時間」 

に関する配慮 

「試験室や座席」 

に関する配慮 

「持参使用するもの」 

に関する配慮 

・点字解答 

・文字解答 

・チェック解答 

・代筆解答 

・出入口近くの座席 

・トイレに近い試験室 

・前列の座席 

・補聴器 

・杖 

・車椅子  

・読書補助具 

 

 

 

 

 

  

令和６年度大学入学共通テスト 

障害等のある方への 

受験上の配慮について 

大学入試センターでは事前相談を随時受け付けています。 

大学入試センターでは受験上の配慮に関する相談を随時受け付けています。 

疑問や質問等ございましたら、できるだけ早めに下記までお問合せください。 

 

【お問い合わせ先】 

独立行政法人大学入試センター事業第１課 

TEL  03－3465－8600 （9:30～17:00  土・日曜，祝日，12月29日～1月3日を除く） 

FAX  03－3485－1771 （電話での問合せが難しい障害等のある方専用ＦＡＸ） 

https://www.dnc.ac.jp/  



「拡大文字問題冊子（22 ポイント）」における文字の標準書体を変更 

「拡大文字問題冊子（２２ポイント）」における文字の標準書体は、 

ＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントのゴシック体に変更となります。 

（注） 拡大文字問題冊子（14 ポイント）における文字の標準書体は従来のゴシック体です。 

 

【文字のイメージ】 

 

 

 

 

 

 
（注） 数式や化学式、図、表、写真等に記載されている文字及び脚注など、一部の文字については、 

必ずしもＵＤフォントのゴシック体にはなりません。 

 

 

 
令和 5 年度大学入学共通テストからの主な変更点 

リスニングにおける音声聴取の方法を追加 

リスニングにおける音声聴取方法に｢補聴援助システムの持参使用｣を追加します。 

「補聴援助システムの持参使用」を希望する場合は，受験上の配慮の申請前に在学

している学校や大学入学共通テスト利用大学で、ＩＣプレーヤーとの接続等をご確認

ください。 


